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1 はじめに
本論文は，工場の作業者と管理者のための IoT共通プラッ

トフォーム型自動支援システムを提案する．提案手法は，(i)
独自設計した IoT deviceを対象となる機械に設置し，アナ
ログ/ディジタルのセンサデータを ZigBeeより工場サーバへ
送信する．(ii) 工場サーバは，メインサーバにデータを送信
すると共に，緊急性の高いデータのみウェアラブル端末に表
示させる．(iii) メインサーバは，受信データをリアルタイム
に解析し，表やグラフを用いて解析結果の可視化を行う．ま
た，(iv) お昼の時間と就業終了後に生産管理評価に加えて，
緊急性のある機械異常や予告などを E-mailで通知している．
2 提案手法
2.1 工場部
・IoT device

図 1(a)独自設計した IoT deviceは，工場機械から取得し
たアナログ/ディジタルのセンサデータを，ZigBeeで親機が
接続されている (b)工場サーバ (Raspberry Pi)に送る．
・工場サーバ
工場サーバは，IoT device から送られてくるデータを

Mongo DB に蓄積した後に，そのデータをインターネット
を介してメインサーバに送る．また，(c) Node.jsと HTML
を用いて緊急性が高い情報 (停止した機械の番号と異常原因)
を同一ネットワーク上のウェアラブル端末のみに表示させる．
・定時と緊急のメール通知機能
定時メールは，お昼の時間と就業終了後に生産管理評価や

生産計画を通知する．緊急メールは，各種データの急激な変
化や故障の前触れを検知してメールが送られ，その後改善の
兆しがない場合に再度メールが送られる．
2.2 メインサーバ部
・MVCモデルを用いたメインサーバ
工場サーバは，インターネットを通してMVCモデルで構

成されたメインサーバにデータを送る．送られてきたデータ
は，初めに Controllerへと送られ，その後 Controllerの指
示に従い，(d) Modelの MySQLに保存される．保存された
データは，もう一度 Controllerの指示のもと， Viewに送ら
れ，(e) JavaScriptで集計と解析を行い，Node.jsと Chart.js
に基づきWebで解析結果を表やグラフに可視化する．
・User Interface

工場部のウェアラブル端末とは異なり，(f) インターネッ
トに接続されている携帯端末や PCを用いて Webで解析結
果を見ることができる．
3 シミュレーション
図 2の上段と下段は，User Interfaceで表した各機械の不

良品総数のランキングとチョコ停総時間のランキングである．
提案手法は，リアルタイムにデータが更新されることから，
作業者や管理者が柔軟に生産計画を立てやすくなっているこ
とが確認できる．
図 3は，ある機械の好調時 (上図)と不調時 (下図)のグラ

フである．このグラフの青い部分が良品数，緑色の部分が不
良品数である．提案手法は，IoT deviceからのデータをリア
ルタイムに解析し，その結果を可視化することにより，作業
者と管理者が機械の状態を時系列で把握できるとともに，次
の日にどの機械を中心に使うかなど生産計画をたてるときに
重要となる情報を与えている．

図 1 システム構成

図 2 ランキング表 図 3 良品・不良品数

図 4 定時メール 図 5 緊急メール

図 4は，お昼の時間に送信される定時メールの一部である．
午後の作業で気をつけるべき機械を確認できる．
図 5は，緊急メールの内容である．図 3下図の場合は，就

業開始からすでに不良品数が多いため，作業者に渡してある
ウェアラブル端末宛に，工場サーバから異常を起こしている
機械の番号と状態が送られ，画面にポップアップされる．そ
れを見た作業者は，復旧作業を行う．その後も，不良品数に
増加の予兆がある場合は，工場サーバから管理者宛に図 5上
段の予告メールが送られる．また一定時間を超えても改善の
兆しがない場合は，管理者宛に故障メールが送られ，管理者
は作業者に適切な指示をだすことが可能となる．
4 まとめ
本論文は，IoT共通プラットフォーム型自動支援システム

を提案した．提案手法は，管理者や作業者のために自動で生
産管理評価を行う自動支援システムといえる．
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